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自殺研究の系譜と自殺理解の可能性
T. M. Kelly*・宮崎 孝治**
Part 1 Suicide: Research Notes and Reflections
Introduction
This paper attempts to synthesize some of the findings of a co-operative exploratory research
project on the topic of suicide conducted during the academic years 2007 and 2008. Our research
was generously funded by Edogawa University’s Joint Research Project.
In part this project was undertaken as a review of the literature about suicide in order to gain
an understanding of the phenomenon of suicide in human history generally and in hopes of
making sense of the over 30,000 suicides per year which have occurred in Japan these last ten
years. Although not totally unexpected, delving into the study of suicide has raised more ques-
tions than it has answered. If nothing else, our research has led us to conclude that suicide is a
complex human phenomenon that is eminently worthy of more intensive study and in need of
more open discussion in society. As educators we have become aware of the need to incorporate
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Abstract
Part 1 is a report of findings for a lexical inquiry into the origin of the Japanese word jisatsu
(suicide). It was traced back to a tenth century Japanese Buddhist text that references a Chinese
Buddhist sutra. The character compound for this word in Chinese, however, is found in classical
Chinese texts, thus establishing that it pre-dates Buddhism in China. Part 1 also examines the
debate among Japanese scholars over a suitable definition for the word jisatsu. While Durkheim’s
definition is the usual starting point for the debate, there is no real consensus.
Part 2 is a case study of the 1912 suicide of General Nogi Maresuke, which has been widely
understood in Japan and abroad as junshi (suicide for the purpose of following one’s lord in death).
Although some Japanese critics at the time regarded Nogi’s junshi as anachronistic and without
merit, Nogi was quickly raised to hero status and indeed even enshrined as a Shinto kami. This
paper offers a different interpretation of Nogi’s suicide by reconstructing Nogi’s perspective from
his writings and by examining the writings of Yamaga Soko which had a profound influence on
him throughout his life.
Keywords : jisatsu,Ojoyoshu, Nogi Maresuke, Yamaga Soko, junshi
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Part 2 自殺についての歴史的検討
乃木希典を事例として
は じ め に
Part 2では, 自殺事例を基に幼児期・思春期
における死生観の形成過程を明らかにし, 希死念
慮へつながる要因について考察することにより,
児童期・青年期における自殺の萌芽形成を止める
一助となることを目的としている｡
自殺事例として, 乃木希典を研究対象とした｡
乃木の自殺の意味については戦前・戦後の社会変
化の中でその位置づけが大きく変化している｡ そ
の死を主君に殉じる武士道・軍人精神の極地, あ
るいは軍旗紛失や将兵を失ったことに対する責任
を果たした至誠の人として, その精神性や生き方
を重視する捉え方もあり, また, 旧時代の悪弊の
踏襲, 作戦失敗の当然の結果とした見方も存在す
る｡ 本稿では社会における自殺の意味付けには言
及せず, 乃木の自殺について考察する｡
方法としては, 心理学的剖検の手法を参考に,
文献調査を行った｡ 心理学的剖検の手法とはシュ
ナイドマンによって命名された方法であり, 平成
19年版自殺対策白書では ｢自殺者遺族へのケア
を前提として, 自殺者の遺族や故人をよく知る人
から故人の生前の状況を詳しく聞き取り, 自殺が
起こった原因や動機を明らかにしていくこと｣ と
されている｡ 例えば, 心理学的剖検調査を行った
先行研究の一つ35 では聞き取る内容として 17項
目36を挙げている｡ 当然であるが, 心理学的剖検
の手法はあくまでも参考であり, 乃木の場合には
遺族や個人をよく知る人の詳しい聞き取りが残さ
れてはいるが, 歴史研究においての聞き取り資料
には限界がある｡ 具体的には, 死亡診断書の資料,
死亡の状況, 身体的健康, 家族構成, 住居の状況,
生活の質, については資料37に詳しいので本稿で
は言及しない｡ また, 経済的問題は特に伯爵家と
して特に窮乏していた事実はない｡ また, 心の健
康問題, 精神問題の援助要請過程, 精神障害の診
断および把握度, については確認する資料を入手
していないが, おそらく何もないことが予想され
る｡ また, 回答者による死亡原因の見方, 調査に
おける遺族の気持ちの評価, は歴史的研究には困
難である｡ よって, 本人の理解, 出自, 家庭環境,
教育環境, 生活出来事, 仕事の状況, を通じて考
察する｡ また, 一次資料として, 遺書, 漢詩, 短
歌を参照し, 思想理解上看過できない山鹿素行の
著作を参考とした｡
1. 遺書
乃木の死については, 一般に殉死とされている｡
その根拠として, 時期, 方法, 辞世の歌がある｡
明治天皇の崩御から表札を裏返し, 関係者に悟ら
れることなく挨拶をし, 後の昭和天皇に死の前日
に謁見するなど周到に準備を行い, 大喪時に自殺
した｡ このことは決意の自殺であることを物語り,
また, 熟慮の上での自殺であることがわかる｡ 自
殺方法として武士の作法である切腹によったこと
も殉死のイメージを醸成するに十分であった｡ ま
た, 辞世の歌 ｢うつ志世を神去りましゝ大君乃み
あと志たひて我はゆくなり｣ も ｢みあと志たひて｣
とあることから後世の人々が殉死と捉えても当然
といえよう｡
しかし, これらは情況証拠であり, 乃木自身が
自分の死を殉死と捉えていたかどうかはまた別の
問題である｡ それを知るための直接的な自殺の理
由を考慮する第一の手がかりは遺書である｡ 遺書
では第 1に以下の理由を示している｡
｢第一 自分此度御跡を追ひ奉り自殺候処恐
入候儀其罪は不軽存候然る処明治十年役に於い
て軍旗を失ひ其後死処得度心掛候も其機を得ず
皇恩の厚に浴し今日迄過分の御優遇を蒙り追々
老衰最早御役に立の時も無余日候折柄此度の御
大変何共恐入候次第茲に覚悟相定め候事に候｣
ここで注目すべき点は, 乃木自身が ｢自殺｣ の
言葉を使用し, ｢殉死｣ とは用いていないことで
ある｡ 但し, ｢御跡を追ひ奉り自殺候｣ ことが殉
死を指すとも考えられる｡ 乃木の思想上殉死とい
うことがあり得るかどうか検証しなくてはならな
い｡ また, なぜ ｢御跡を追ひ奉｣ る必要があった
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のかを理解する必要がある｡ 遺書では自殺の理由
を ｢罪｣ に帰している｡ この理由は, 現代の我々
が素朴に描く殉死像, つまり主君の死を悼み, 命
を絶って主君が寂しくないようお供をする, とい
う構図からは大きく異なっている｡ また, 江戸時
代の武士の殉死の多くが ｢カブキ者｣ や ｢寵童｣
に多く見られた38ことからも, 乃木の死の理由は
江戸期一般の殉死像 (そもそも江戸期の殉死件数
はたいへん少ない) とも異なっているのである｡
2. 乃木の思想形成
はたして乃木は殉死をどう捉えていたのであろ
うか｡ 乃木の思想形成に大きな影響を与えた人物
は山鹿素行である｡ 代々の武家ではない乃木家に
とって武家である為には武士道の典型が必要であっ
た｡ それを山鹿に見ていた｡ 山鹿素行 (1622
1685) は江戸時代の軍学者・儒者であり, 乃木の
師である玉木文乃進や吉田松陰の思想に多大な影
響を与えた人物でもある｡ 乃木の傾倒は, 山鹿の
著書である ｢中朝事実｣ ｢武教講録｣ を自費復刻
したこと, 山鹿への爵位追贈の為の宮内庁への働
きかけ等からも明らかである｡ その働きかけの結
果, 明治四十年には山鹿素行に正四位が贈られ,
乃木は墓前において 『山鹿素行を祭る文』 を奉呈
した｡ その際の文は以下の通りである39｡
『先生徳一生ニ高ク, 識古今ニ踰エ, 学問該
博, 議論卓抜, 夙に国体ノ精華ヲ発揮シ, 中外
ノ別ヲ明ニシ, 名分ヲ正シ, 士道ヲ説キ, 志經
綸ニ存シ, 才, 文武ヲ兼ヌ｡ 而シテ不幸, 世ニ
遇ハズ, 轗軻困頓, 終ニ偉大ノ抱負ヲ実用ニ施
ス能ハズシテ逝ケリ｡ 惜ムベキカナ (略) 希典
幼時師父ノ教ヘニ従ヒ, 先生ノ遺著ヲ読ミ, 窃
ニ高風ヲ欽シ, 仰テ以テ武士ノ典型トナサンコ
トヲ期セシニ, (略)』｡
山鹿への傾倒ぶりが示されている｡
乃木は山鹿素行の著作の中では特に中朝事実を
愛読していたという｡ 学習院の有馬教授は以下の
ように述べている40｡
｢院長自ら印行せられたる書の下巻の末尾に
(中略) 庚戌一一月一八日第四読了と明記せら
れた｡ (中略) さればおそらく前後七八回に及
ばれたしことを知るべし｣｡
この書は乃木自身が復刻し, 死の前には後の昭和
天皇に奉呈した
それでは乃木の生きていく際の指針となってい
た山鹿素行の殉死観はどのようなものであったの
であろうか｡ 結論から言えば, 山鹿は殉死を否定
している｡ ｢山鹿語録｣ には以下のような話しを
採録している｡ 訳からの引用が長くなるが, 2話
を示す41｡
『殉死は何の理由もなしに人の命を失わせ, 天
の徳をそこなうにいたることであるにもかかわ
らず, 天下中いかなる所でも, ややもすれば殉
死を ｢義｣ にかなった行為であるとしているた
めに, その家に止まってのちのちのために有用
な仕事をなすべき人たちまでもが, 殉死をとげ
ることによって一時の快を得ようとするのだ｡
なんとなげかわしいことではないか｡
このように考えてくれば, ある者は殉死が
｢義｣ であるといい, またある者はそれを ｢不
義｣ であるとして, つまりそれは人によって関
係が違うのだとはいっても, 世俗が殉死という
ことを安易に扱うならば, 結局はその俗に流れ
て, 生き残って立派な行ないをなすべき善人も
ついには殉死するということになるのだから,
やはりこれは君主の命令で殉死を止めさせるべ
きである｡ 君主の命によってこの風俗の可否を
明らかにするならば, 世間の人々はそれが不義
であることを知って, 自然に殉死というものは
なくなっていくと思われる』｡ (29)
『先生がいわれた ある武士の主人が死んだ
時に, 殉死をしなかったというので家中にそれ
を悪くいう者が大勢いた｡ この武士は主人の忌
日に家中の者がみな菩提寺に参詣した時, ｢み
なさんにちょっと用があります｣ といって止め
ておき, みなが集まったところでそこに出て行っ
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ていった｡
｢この私は殉死すべきであったと, ここにお
いでになる身分のある方々もおっしゃったとか
聞いております｡ そのような方はきっと私が殉
死しなければならないだけの理由をご存じでい
らっしゃることでしょう｡
しかし, 私は殉死をしてそれが御奉公になる
という見通しが立ちません｡ 主人に取り立てて
いただいた者はかならず殉死すべきであるとい
うだけではなっとくできませんので, 私は殉死
しないでいるのです｡ たった今でもその道理を
承ることができましたら, 武士の御奉公のこと
ですからすぐに殉死いたします｡｣ と｡
だが一同だれ一人としてことばを発する者が
ないので, 重ねて, ｢このようにことわりをつ
くして申し上げましたのに, だれも何もおっしゃ
らないのは, ここにおられる方々が殉死すべき
だといわれたのではないと思います｡ この上は
今後私が殉死しないことを陰で批判なさるのは
侍としてのあり方とは思われません｡ このこと
をよくお心得おき下さい｣ といってそこを出た
という｡ 正義の申し分というべきである』｡
(170)
また, 『中朝事実』 42にも日本書紀に基づいた垂
仁天皇の殉死を禁じた旨の記載があり, 乃木自身
が白文に返り点を付けている (図 1)｡
以上から明らかなように, 山鹿素行は明確に殉
死を否定しており, 乃木はその部分をしっかり把
握していたことは明らかである｡ ならば, 山鹿に
傾倒していた乃木が殉死を意図するとは考えにく
い｡ それでは, 何のための死であったのだろうか｡
山本は以下の仮説を述べている｡ ｢乃木の殉死は,
明治天皇への忠義とか軍旗を人命より重んずる
｢封建的｣ 思考によるものではなく, 自己の職責
への責任感や共同体的な人間関係によるもので,
明治天皇の死はその契機, いや口実に過ぎなかっ
たのではないか｡｣ 山本のこの指摘では, 乃木の
死が殉死であることを自明のこととしているが,
ここでは立ち入らず, その意味づけへの指摘につ
いて次ぎに考える｡
3. 乃木の内面
｢自己の職責への責任感｣ を原因とする考え方
は多く見られる｡ 先に見た遺書を素直に読めばこ
のことが原因だ考えられる｡ 夏目漱石も ｢こころ｣
の中で, 次のように書いている｡
『西南戦争の時敵に旗を奪られて以来, 申し
訳のために死のう死のうと思って, つい今日ま
で生きていたという意味の句を見た時, 私は思
わず指を折って, 乃木さんが死ぬ覚悟をしなが
ら生きながらえて来た年月を勘定して見ました｡
西南戦争は明治十年ですから, 明治四十五年ま
でには三十五年の距離があります｡ 乃木さんは
この三十五年の間死のう死のうと思って, 死ぬ
機会を待っていたらしいのです｡ 私はそういう
人に取って, 生きていた三十五年が苦しいか,
また刀を腹へ突き立てた一刹那が苦しいか, どっ
ちが苦しいだろうと考えました』｡
また, 乃木の内面を知る手だての一つとして,
乃木の趣味の一つである漢詩に着目した｡ 作詩に
は文学的技巧も必要であろうが, その中心には作
者の思考の後や感慨が少なからず含まれているは
ずである｡ 乃木の漢詩を精緻に研究している諸井
によると, 心の様子は乃木の漢詩からも読み取る
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図 1
ことができるという｡ 経時的にその代表的な漢詩
を以下に示す｡
1878年 (明治 11年)
去年討伐事頻頻
万物今朝与歳新
試筆等閑脩戦記
吾身即是死余民
第四句の ｢死余ノ民｣, つまり ｢生き残り｣ の
意識は, ｢遺言条々｣ の ｢第一｣ にある ｢明治十
年之役ニ於テ軍旗ヲ失ヒ, 其後死処得度心掛候モ
其機ヲ得ズ｣ につながるもの, と諸井は指摘して
いる43｡
1882年 (明治 15年) 11月 16日付の日記にあ
る詩がある｡
肥馬大刀無用処
千金一攫事豪遊
欲望吾骨埋何地
酔夢空回五大州
諸井によれば, ｢死に場所を得たいのだが, そ
れがかなわぬゆえの退廃……そんな思いをうたっ
ている｣ 詩である44｡
1904 (明治 37) 年の (梅) 城宛の書簡に記さ
れた乃木の詩
爲何武久
短本來武人
武吾宜短
奉八百萬軍
この詩では武運の長久ではなく, 短急を願う気
持ちをうたっている45｡
乃木の内面からも, やはり西南戦争時の軍旗喪
失への責任感が強くあることは疑問の余地がない｡
しかし, 乃木が自己の死を殉死として意図して
いないならば, なぜ明治天皇の死を自殺への契機
としたのであろうか｡ 唯一死期の意味づけにかか
わる直接的な資料は遺書の鑑文だけである｡ 当時
学習院御用掛を兼務していた後の海軍中将小笠原
長生に宛てた遺書には ｢空しく今日を過ごし候就
ては日に加はる老衰碌々御用にも相立たず過分の
御優遇に浴するを恐懼に不堪｣ とある｡ この点に
ついて, 傾倒していた山鹿の死生観を基にすると,
一つの解釈が可能である｡
山鹿は ｢山鹿語類｣ の中で次のように述べてい
る46｡
｢38 ここで思うに, 死にはそれぞれ ｢義｣
がある｡ すなわち死なねばならぬ場合 義と,
死んではならぬ場合 義とがあるのである｡
義を守らずにただやみくもに死ぬのは, 勇とは
いえるが義ということはできない｡ 彼らが死ぬ
べき時 節に死ぬというその義は, いったい
どこにあるのであろうか｡ 死をとげたのだから
勇があるとはいっても, 死ぬべき時に死ぬとい
う義を明らかにしなければ, まことの勇とはい
えないのである｡
(中略)
殉死は理にはあたらないのではあるが, 自分
で義の何たるかを知り, 理をきわめて, 殉死が
誤りであることを明らかにし, いつでも明確に
その究理ができている者は, 死をのがれること
によってかえって義をたてたことになるであろ
う｡
一方, いかに殉死が理にあたらないことであ
るからといっても, その究理をなさずただ殉死
をのがれるというのでは, また義を欠くことに
もなるであろう｡ ことに秀次には後嗣ぎはいな
かったのだから, 生き残っても忠のつくしよう
がなかったのだ｡ だから彼らは義も知らなけれ
ば死ぬべき時にも死ななかったというべきであ
る｡ 義にもとづいて国のために忠をつくす場合
には, 早まって死んだとか遅れて死んだなどと
いうべきではない｡ なぜなら, 死も生もただ義
に従うべきものであるからである｣｡
長い引用となったが, 要約すると山鹿は ｢義｣
を生死以上に大切なこととして, ｢義にもとづい
て国のために忠をつくす｣ ことを第一とし, ｢死
も生も義に従うべき｣ としている｡ この論理は乃
木によく当てはまる｡ 乃木にとっての国とは明治
天皇の存在そのものであったと仮定すれば, ｢天
皇のために忠をつくすことができなくなり, 本来
西南戦争時に死ぬべきであった身が死ななかった
と感じていたこともあり, 義に従い自殺した｣ と
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いう解釈が成り立つ｡ 国の解釈を先に示したよう
に仮定せず, 遺書通りに解釈するのならば, 前半
部分は ｢国のために忠をつくすことが老衰のため
に優遇されているほどはできなくなり｣ と解釈さ
れる｡ どちらにしても, 単なる ｢責任感｣ から自
殺したのではなく, ｢義｣ に殉じた死であったと
することが妥当であろう｡
伊藤博文がハルビンで暗殺された際, 乃木は学
習院教授大森金吾郎に ｢国家の爲には誠に哀惜の
至りなれども, 伊藤公の爲には實に立派なる最期
にして羨望に絶へず｡ 自分などはそう云ふ事をね
らひおれども, トンと中らず｣ と述べたという47｡
乃木は伊藤暗殺に, 義にもとづいて国のために忠
をつくすした結果の死を見たのではないだろうか｡
4. 生育環境と ｢死｣ の観念
乃木の死を殉死ではなく ｢義｣ を果たすための
死と解釈したが, 大きな問題がある｡ ｢義｣ をは
たすことがなぜ ｢死｣ でなくてはならなかったの
であろうか｡ 一般には ｢武士道｣ からの解釈が多
く見られるが, 説明になっていない｡ なぜなら,
乃木が ｢武士道｣ を重んじていたことは確かであ
るが, その体現者が乃木一人であることは考えら
れないからである｡ また, 河原は乃木を近代日本
の矛盾を一身に体現した人物と捉え, 政府軍の一
員として弟や師を死に追いやることが心に癒しが
たい傷痕を残し, そのことが死の遠因となったと
している48｡ この説も説明にはなっていない｡ な
ぜなら, 傷痕を残したことは確かであろうが, そ
のような経験をした人物が乃木のみであるわけが
ない｡
そこで, 乃木と死の結びつきについて, 出自,
家庭環境, 教育環境, 生活出来事, 仕事の状況,
を通じて考察する｡
 出自
乃木は近江佐々木氏の末裔とし, 晩年佐佐木神
社に家系図を奉納している｡ ボート競技の開式の
辞で佐々木高綱の話が出た際, 祖先の武士道の体
面を汚すとして飛び入りで反論までしている49｡
祖先を大切にすることは家名を大切にすることと
等しい｡ しかし, 乃木は遺書の中で養子を立てな
いことを強く伝えて, 家の断絶を宣言しているの
である｡ 直ぐには, 納得できない行為である｡
その理解の可能性として, 系図を取り上げたい｡
奉納した系図には, 長府藩が所蔵していた ｢藩中
略譜｣ 50や ｢譜録 略系傳書 御奉書寫｣ に記載
されている事項が記載されていない｡ 記載されて
いない事項とは, 乃木家の来歴が文禄・慶長の役
の際に朝鮮から強制的に連行された被虜から始ま
ることである｡ 江戸期には, 朝鮮出身者が武士と
して召し抱えられることは珍しいことではなかっ
た｡ 例えば, 元禄赤穂事件で有名な武林唯七 (長
府藩江戸藩邸において幽閉・処刑) も 3代前は明
軍所属の兵士であった｡ また, 朝鮮通信使が日本
に来た際には多くの人々が交流を持ち, 書を競う
ように奪い合ったことが伝えられている｡ その朝
鮮観が変化したのが明治である｡ 乃木の行為とこ
の時代性は関係があると考えるのが妥当であろう｡
江戸期の殉死の実態を見ると, 殉死後残された家
族に益はほとんどない｡ この点, 乃木にとって死
による家名断絶を重要視する必要がなかったので
はないか｡
 家庭環境
希典の幼少時は虚弱で泣き虫だったという｡ 家
族ぐるみで付き合いがあり, 後に希典に銃の撃ち
方を教えることになる日原素平は次のように語っ
ている51｡
｢生まれつき其の身體の虚弱なりし點と云ひ,
其の性質の過度の神経質にして, また, 臆病で
あった點と云ひ, 幼少の自分の乃木院長は寧ろ
多数の子供等より劣っておった點が甚だ多かっ
たと思はれる｣｡
希典本人も, ｢予は幼少の折は寧ろ虚弱の體質
なり｣ 52 ｢自分は幼少の頃は身体も虚弱で弱虫で
あって｣ 53と述べている｡
子どもの頃は年長者にからかわれ, 荒廃した城
跡にある髑髏を取ってこいと言われたことや, 廃
寺に行かされ怪我をしたこともあった54｡
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日原によれば, 毛利家の幼君を指導する立場で
あった父・希次は ｢生まれた男児がこの通り意気
地無しでは実に申し訳がない｣ と会う人ごとに話
していたそうである｡ そこで, 息子に武士として
の礼法・心構えを幼少期から非常に厳しく教えた｡
例えば, 幼少の頃より父希次の勧めにより冷水摩
擦を行い, 明治 37年まで続けていた｡ 止めたきっ
かけは日露戦争の際船中で水が乏しいためであっ
たという55｡ その他, 雪の降る日に素足で歩かせ
たり, 希典の ｢寒い｣ の一言を聞くと井戸の水を
浴びせかけるなど, 根性の矯正を図ったという56｡
母子関係も心安らぐ関係ではなかった｡ 父親に生
首と胴体の残る刑場見学させられ, 怯えて戻って
きた子に, 生首を彷彿させる梅干しの汁で赤く染
めたおにぎりを渡すのである｡
このような生活の中, 死を人以上に恐れ, 身体
的にも恵まれなかった希典が武より文を好んだこ
とは必然であったかもしれない｡ しかし, 自分の
代で武士になった父に理解されることはなかった｡
結果希典は父の下から叔父玉木文之進の下に家出
をするのである｡
 教育環境
乃木の教育歴には不思議な点がある｡ 集童場入
学としている年が文献により異なるのである｡ 乃
木院長記録では 1863 (文久 3) 年, 松下57は乃木
10歳の時 (1858 (安政 5) 年) としている｡ しか
し, 集童場の設立は 1864 (元治元) 年 3月58 で
あり矛盾がある｡ また, もし 1864年に集童場に
入学したとすれば, また矛盾が起こる｡ この年に
は乃木は 16歳になっており, 入学するならば年
齢的に集童場ではなく長府藩の藩校である敬業館
でなくてはならない｡ また, 同年 3月に家出をし
ていることを考えると, 萩と長府両方に存在する
ことになってしまう｡ そこで, 仮説ではあるが,
乃木は福田扇馬が 1862 (文久 2) 年に設立した集
童場の前身組織である家塾櫻柳亭で学んでいたの
ではないか｡ 1928 (昭和 3) 年に建立されたその
顕彰碑の碑文には, ｢乃木将軍ノ如キ 滝川辨三
君ノ如キ 豊浦藩ヨリ名士ノ輩出セシモノハ 概
ネ櫻柳亭又ハ集童場ニ於テ 先生ノ薫陶ヲ受ケシ
人多キニ居ルコト｣ と示されている｡ 確定はでき
ないが, 集童場には物理的に存在できなっかたの
であるから乃木は櫻柳亭で学んだと考えることが
妥当ではないか｡
しかし, 文武両道を学ぶ櫻柳亭は乃木の意に沿
わない学校であった｡ なぜなら ｢文學の方に志を
向け, 武藝の方をば甚だ疎にしたり｣ という状態
だったのである59｡ 但し, 文のできも良くなかっ
たと乃木自身は述べている｡ 叔父・玉木の家で論
語を読まされた際, 誤読がとても多かったことを
乃木自身が述懐している60｡
乃木の教育は実質的に玉木の教えによるところ
が多い｡ 玉木は吉田松陰の叔父であり, 松下村塾
を創立している｡ その教えの基本は山鹿流兵学で
ある｡ 山鹿の思想に傾倒する素地はこのときに造
られている｡ 教えの中で最も大事にしていたもの
は松蔭の士規七則61である｡ 乃木は松蔭直筆の原
稿を玉木から譲り受け, 西南戦争時に川で流失す
るまで肌身離さず持っていたという62｡ 乃木の思
想の方向性はこの時期に確立された｡
士規七則が義を重んずる内容であることは,
｢士道は義より大なるは莫し｣ との文言から明ら
かである｡ 乃木は明治 42年 5月 16日に ｢士規七
則に関する講話｣ を行っている｡ その中で, ｢義｣
について以下のように語っている63｡
｢義の心薄きは, 士たるの値ひなし｡ 士たる
者は, 義を肝要とす｡ 義は之を守り行ふに, 勇
氣を要す｡ 人情に外れざらんことを是れ恐れ,
交際上にのみ細心注意しある者は, 義を行ふこ
とは出來ぬ｡ 多少世間と異なりたる考慮がなけ
ればならぬ｣｡
この中で, ｢多少世間と異なりたる考慮がなけ
ればならぬ｡｣ としている部分は, 3年後に向け
ての覚悟の伏線とも捉えることができる｡
 生活上の出来事 義と死の関わり
乃木にとって ｢義｣ と死との関わりは, 麻布日
ヶ窪にあった江戸長府屋敷にいたときから始まる｡
先にも触れたが, 江戸長府屋敷は赤穂浪士 10人
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が討ち入り後に預けられ切腹した場所である｡ 父
は幼い希典を何度もその場所に連れて行き切腹の
意義と礼法を語ったという｡ ちなみに赤穂藩のお
抱え儒者は山鹿素行であった｡
心の師である吉田松陰は, 自らの義を信じ, 獄
中に刑死した｡ しかし, その意志が弟子を導いて
いることを乃木は感じている64｡
弟である玉木正誼は, 前原一誠による萩の乱に
加担し戦死している｡ 乱勃発前に何度も兄弟で話
し合いがもたれているが, 結局は敵味方に分かれ
ることになった｡ 弟は玉木文之進の養子であり,
思想的背景は乃木と同じである｡ 当時においての
現状の認識は異なるが, そのメンタリティは一緒
である｡ つまり, 弟の死が心の傷にはなろうが,
義に殉じた姿勢は評価していたのではないか｡
また, 萩の乱の首謀者が松下村塾の出身者であっ
たことから, 玉木文之進も正誼の 6日後に自害し
ている｡ 吉田庫三は次のように語っている65｡
｢門人等の賊名を受けた責任と, 死んだ者の
父兄親戚に義理が立てるということが, 先生の
自殺した最も思い理由で, 義を重んずる精神か
ら出てきた事であります｡ (中略) 玉木親子の
墓を弔い, 杉, 玉木の両家を訪うて, 其の最後
のこと聞いて非常に感動され, (中略) 近年に
なっては, 玉木先生の祭祀を行ふ時に, 人の上
に立って多数の死者を出した者は, 固より先生
のやうに死んで贖ふ覺悟がなくてはならぬと云
われたことが度々あります｣｡
後年, 日露戦争の旅順攻撃では司令官として多
くの戦死者を出した｡ その評価は様々であるが,
少なくともその事実に対して真摯に向き合い強く
責任を意識していたことは確かである｡ その思い
の根源には玉木文之進の行動があるのである｡
お わ り に
乃木にとって責任の取り方の最終方法として
｢死｣ を思う環境がそろっていた｡ 幼少期の赤穂
浪士の切腹, 弟・玉木正誼の萩の乱での戦死, こ
の乱の責任を取った玉木文乃進の自害｡ このよう
に, 乃木の生育環境には責任の取り方として死が
存在している｡ つまり, 国に対する ｢義｣ を示す
手段としての死が乃木にとってはたいへん身近だっ
たのである｡ このことこそが, 乃木の自殺の主因
であり他の同時代人と決定的に異なることである｡
そんな折に西南戦争の件が起こった｡ 乃木にとっ
て, 軍旗を奪われたことももちろんたいへんなこ
とであったが, それ以上に自らの内なる規範に則っ
た ｢義｣ を示すことができなかったことがその意
識の根底にあったのではないか｡ つまり, 赤穂浪
士, 弟, 師・玉木は自らの規範のうちに自らの
｢義｣ を計って死を自ら選んだのである｡ それに
引き替え, 乃木は西南戦争時では自らでは死を選
べず, 結局は待罪書を提出し生きながらえたので
ある｡ その状況に加えて, 旅順攻撃での多大な戦
死者が出たことも師の自害と比較したとき忸怩た
る思いを抱かせた｡
乃木の自死は見かけは殉死であるが, 児童期・
青年期に獲得した性格・経験が自死を ｢義｣ を果
たす最終方法と位置づけ, ｢義｣ を失う重大事件
を経験し, 長い年月を経てその ｢義｣ を果たした
結果といえる｡
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